








































済影響を与えることを示した。また、Helmut Reisen, & Marcelo Soto（2001）はFDIとホ
スト国の経済成長の間に強い「正の関係」があることを発見した。開発金融研究所（2002）
はFDIとホスト国の経済成長の間に複雑な相互依存関係があり、ホスト国の受け入れ条件が




























































































2010年 6,517,670 6,300,453 773,324 119,175 4,683,851 
2011年 7,331,200 7,101,085 917,113 128,954 5,254,870 
2012年 8,286,654 8,043,201 1,090,375 138,698 5,917,718 
2013年 8,208,273 8,005,884 1,494,395 123,370 5,603,917 
2014年 10,617,154 10,385,200 1,848,091 145,986 7,266,188 
2015年 12,593,254 12,355,798 2,219,754 158,864 8,656,494 
2016年 14,618,448 14,378,293 2,532,423 174,881 10,500,697 
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図５　日本の製造業輸出額／GDP総額（名目）とOFDI／GDP総額（名目）の変遷（1970～2000年）
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図７　台湾の製造業GDP（名目）／GDP総額（名目）とOFDI／GDP総額（名目）の変遷（1970～2018年）
注：『Taiwan Statistical Data Book』から製造業全体の輸出額のデータの入手が難しいので、ここには
製造業のGDP（名目）を利用して、全産業中の製造業の重要性を考察する。
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R R R R
1982年 1.90 1991年 2.10 2000年 2.25 2009年 2.35 
1983年 1.91 1992年 2.14 2001年 2.27 2010年 2.35 
1984年 1.94 1993年 2.15 2002年 2.29 2011年 2.35 
1985年 2.01 1994年 2.15 2003年 2.30 2012年 2.36 
1986年 2.03 1995年 2.14 2004年 2.28 2013年 2.37 
1987年 2.04 1996年 2.14 2005年 2.30 2014年 2.39 
1988年 2.06 1997年 2.17 2006年 2.31 2015年 2.41 
1989年 2.08 1998年 2.20 2007年 2.33 2016年 2.43 
1990年 2.06 1999年 2.23 2008年 2.33 2017年 2.44 
2018年 2.45 
変数 ５％限界値 t値 P値 結論
lnR -2.93 -2.486 0.0183 * 帰無仮説が棄却されない
ΔlnR -2.93 -4.391 0.0001 *** 帰無仮説が棄却される
lnOFDI -2.93 -1.389 0.1744 帰無仮説が棄却されない
ΔlnOFDI -2.93 -5.036 1.94e-05 *** 帰無仮説が棄却される
表４　共和分分析の結果
推定値 標準誤差 t 値 P値
切片 0.545578 0.015794 34.54 <2e-16 ***














lnR t＝0.5456＋0.0288lnOFDI t＋ε t　     （2）
   
表５　残差のADF検定の結果
出所：筆者作成。
変数 ５％限界値 t値 P値 結論
ε -1.95 -2.1571 0.0379 * 帰無仮説が棄却される
表６　誤差修正モデル（ECM）の結果
注：有意水準：0‘***’ 0.001‘**’ 0.01‘*’ 0.05‘.’ 0.1である。
出所：筆者作成
推定値 標準誤差 t値 P値
切片 0.005859 0.001422 4.121 0.000238 ***
ecm -0.101979 0.056124 -1.817 0.078305 . 

































ラグ 帰無仮説 F 値 P 値 結論
5 ΔlnOFDI → ΔlnR のグレンジャーの因果なし 2.8172 0.0439 * 棄却














































































３） ここのFDIはIFDIを指す．IFDIとはInward foreign direct investmentのことであり，対内直接投
資である．
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